
ぴ
と
つ
の
地
理
学

　
－
石
田
龍
次
郎
の
場
合
1

（115）　ひとつの地理学

　
　
　
　
　
一

　
本
稿
は
、
一
人
の
研
究
者
を
伝
記
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
人
が
携
っ
た
学
問
そ
の
も
の
の
性
格
を
、
さ
ら
に
は
、

そ
の
学
問
が
現
在
か
か
え
て
い
る
課
麺
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
試
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、
地
理
学
者
石
田
龍

次
郎
（
一
九
〇
四
年
－
一
九
七
九
年
）
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

問
題
に
な
る
学
問
と
は
地
理
学
の
こ
と
で
あ
る
。
検
討
の
素
材
と

し
て
は
、
石
田
が
発
表
し
た
研
究
論
文
、
著
書
が
主
と
な
る
こ
と

は
勿
論
で
あ
る
が
、
彼
は
、
『
一
橋
論
叢
』
の
「
石
田
龍
次
郎
名
誉

教
授
記
念
号
」
（
第
五
八
巻
第
一
号
　
一
九
六
七
年
）
に
十
頁
に

わ
た
る
自
撰
年
譜
抄
な
る
も
の
を
書
い
て
い
る
。
一
九
六
七
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
、
　
内
　
啓
　
　
一

一
橋
大
学
を
停
年
で
退
職
す
る
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
書
か
れ
た

時
点
に
お
け
る
評
価
、
自
己
正
当
化
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
こ

と
は
当
然
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
形

で
の
い
わ
ば
「
自
伝
」
を
残
し
た
地
理
学
者
は
、
む
し
ろ
稀
有
な

こ
と
で
あ
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
あ
と
、
夫
人
、
友
人
、
旧

同
僚
な
ど
多
く
の
方
か
ら
本
稿
を
書
く
た
め
に
話
を
う
か
が
っ
た

が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
名
前
は
、
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
示
さ

な
い
。
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
全
責
任
は
筆
者
に
あ
る
。

　
地
理
学
の
分
野
で
、
こ
の
よ
う
な
伝
記
的
方
法
に
。
よ
る
「
方
法

論
」
的
反
省
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

こ
と
で
あ
る
。
メ
イ
ニ
ユ
の
著
書
と
な
ら
ん
で
、
近
代
地
理
学
説

史
研
究
に
お
い
て
、
な
に
よ
り
も
、
現
代
地
理
挙
に
お
け
る
方
法
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論
上
の
間
魑
意
識
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
う
点
で
画
期
的
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
ク
ラ
ヴ
ァ
ル
の
『
人
文
地
理
学
発
達
史

研
究
』
に
お
い
て
も
、
伝
記
は
も
っ
ぱ
ら
地
理
学
史
研
究
に
お
け

る
一
史
料
と
し
て
一
し
か
も
多
く
の
場
合
、
不
十
分
に
し
か
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

せ
ず
、
か
つ
あ
ま
り
信
頼
で
き
な
い
史
料
と
見
微
さ
れ
て
い
た
。

地
理
学
思
想
史
の
研
究
に
お
い
て
、
伝
記
的
方
法
が
、
学
問
の
、

あ
る
い
は
思
想
の
論
理
の
展
開
、
継
承
と
伝
播
を
お
う
ア
プ
ロ
ー

チ
と
、
学
問
の
杜
会
学
、
す
な
わ
ち
杜
会
的
背
景
と
の
関
連
に
も

っ
ぱ
ら
注
目
し
て
、
制
度
、
・
体
制
と
し
て
の
一
挙
間
の
展
開
を
お

う
ア
プ
ロ
ー
チ
と
を
止
揚
す
る
一
つ
の
途
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し

て
、
そ
の
方
法
を
多
く
用
い
た
の
は
、
一
九
七
一
年
の
バ
ヅ
テ
ィ

　
　
　
　
＾
4
〕
一

マ
i
の
研
究
が
最
初
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
九
六
八
年
、
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
国
際
地
理
学
連
合
（
I

G
U
）
の
大
会
を
機
に
、
I
G
U
地
理
思
想
史
コ
、
・
、
ツ
シ
目
ン
が

発
足
し
た
が
、
従
来
の
よ
う
に
、
「
地
理
学
」
の
歴
史
を
研
究
す

る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
で
表
現
さ
れ
た
ト

ポ
ス
に
関
わ
る
思
想
の
歴
史
を
、
思
想
史
と
し
て
研
究
し
よ
う
と

い
う
点
に
こ
の
コ
ミ
ヅ
シ
ヨ
ン
の
新
し
さ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
が
、
計
量
革
命
を
経
験
し
た
後
の
地
理
学

に
関
す
る
方
法
論
的
危
機
意
識
に
大
き
く
よ
っ
て
い
た
こ
と
も
、

そ
の
後
の
こ
の
コ
ミ
ヅ
シ
ヨ
ン
の
活
動
を
見
れ
ぱ
明
ら
か
で
あ
る
。

「
革
命
」
後
の
地
理
学
に
み
ら
れ
る
「
空
間
科
学
」
「
行
動
主
義
」

「
ラ
デ
ィ
カ
ル
ー
構
造
主
義
」
な
ど
一
連
の
混
乱
し
た
パ
ラ
ダ

＾
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

イ
ム
を
ど
う
理
解
し
、
さ
ら
に
は
、
地
理
思
想
史
研
究
の
バ
ラ
タ

イ
ム
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
が

そ
こ
に
は
共
通
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
二
年
か
ら
本
格
的
な
作
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
の
コ
、
・
、
ツ

シ
目
ン
の
仕
事
の
一
つ
は
、
時
代
を
近
・
現
代
に
隈
っ
て
「
地
理

学
者
」
の
個
別
の
伝
記
を
集
め
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
一
九
七
七

年
に
o
舳
泰
、
畠
、
昏
ミ
タ
出
ぎ
ぎ
ミ
ざ
的
、
s
、
ぎ
§
－
い
§
き
婁
（
旨
里
自
器
＝
）

第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
、
現
在
第
六
巻
ま
で
が
出
版
さ
れ
、
作
業
は

世
界
的
規
模
で
継
続
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
い
く

つ
か
の
新
L
い
間
魑
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ

は
「
地
理
学
者
（
岬
8
。
目
量
吾
雲
）
」
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
採
録

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
基
準
は
、
現
代
の
地
理
学
の

観
点
以
外
に
は
あ
り
え
ず
、
、
当
時
の
社
会
で
本
人
が
、
「
地
理
学

者
」
と
見
傲
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
と
は
関
係
が
な
い
、
換
言
す

れ
ぱ
、
現
代
の
地
理
学
が
も
つ
地
平
に
よ
っ
て
「
地
理
学
者
」
の

基
準
が
決
定
さ
れ
な
。
テ
ロ
ー
の
農
場
主
で
も
あ
っ
た
経
済
学
者

チ
ュ
ー
ネ
ン
（
↓
巨
篶
目
こ
．
申
く
昌
H
N
o
。
ω
－
易
S
）
や
、
知
識
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社
会
学
者
ア
ル
フ
レ
ヅ
ト
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
オ
争
①
■
＞
．
富
竃
－

岩
轟
）
を
、
「
革
命
」
を
経
た
地
理
学
が
、
地
理
学
者
と
し
て
も

と
り
あ
げ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
例
と
し
て

　
　
　
　
　
＾
6
）

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
第
二
に
重
要
な
こ
と
は
、
世
界
的
規
模
で
こ
の

作
業
を
す
す
め
て
い
く
な
か
で
、
当
初
こ
の
コ
ミ
ヅ
シ
ヨ
ン
自
体

が
持
っ
て
い
た
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

心
主
義
が
反
省
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

非
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
世
界
の
地
理
学
者
の
伝
記
を
書
こ
う
と
す
れ
ぱ
、

そ
の
地
理
学
者
が
持
っ
て
い
る
土
着
的
乃
至
伝
統
的
文
化
、
価
値

観
と
、
西
洋
の
地
理
学
と
の
二
重
性
、
彼
の
内
面
に
お
け
る
二
つ

の
断
絶
と
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
（
連
節
）
が
間
題
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
一
九
八
○
年
、
京
都
で
こ
の
コ
ミ
ヅ
シ
ョ
ン
が

　
　
　
　
　
■

「
地
理
学
の
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
ー
そ
の
東
西
比
較
I
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
し
た
の
を
機
会
に
、
こ
こ
に
結
集

し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
世
界
の
多
様
な
文
化
の
中
に
お
け
る
「
地
理

の
思
想
史
」
の
探
求
に
む
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ヱ

ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
伝
記
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
す
る
た
め
に
、
そ
の
素
材
と
し
て
、

「
地
理
学
者
」
の
「
自
伝
」
の
蒐
集
と
い
う
こ
と
が
、
当
初
か
ら

コ
、
、
、
ヅ
シ
目
ン
内
都
で
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
間
題
を
は
ら
ん
で
い
る
た
め
、
コ
ミ
ツ
シ
ヨ
ン
の
作
業
と
し

て
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
が
、
合
衆
国
の
バ
ヅ
テ
ィ
マ
ー
と
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
へ
ー
ゲ
ル
ス
ト
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
デ
オ
．
ポ

ー
ト
レ
イ
ト
の
体
系
的
採
録
と
い
う
形
で
、
貴
重
な
記
録
が
残
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
（
1
）
　
筆
者
は
石
田
に
つ
い
て
、
そ
の
死
の
直
後
、
学
会
誌
に
追
悼
文

　
　
を
書
い
た
し
（
「
石
田
龍
次
郎
先
生
の
逝
去
を
悼
む
」
『
地
理
学
評
論
』

　
　
第
五
二
巻
　
一
九
七
九
年
　
二
七
九
－
二
八
二
頁
）
、
ま
た
一
橋
大

　
　
学
学
園
史
編
築
委
員
会
編
二
橘
大
単
学
問
史
』
（
一
九
八
二
年
）

　
　
中
の
「
社
会
地
理
学
」
の
項
目
に
お
い
て
も
、
石
田
の
学
問
に
つ
い

　
　
て
言
及
し
た
。
本
稿
の
意
図
は
、
さ
き
に
書
い
た
二
つ
の
も
の
と
は

　
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
記
述
の
内
容
は
、
一
部
分
、
以
前
に
書
い

　
　
た
も
の
と
重
複
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。
な
お

　
『
一
橋
大
学
学
問
史
』
で
は
、
背
木
外
志
夫
教
授
が
執
筆
し
た
「
経

　
済
地
理
学
」
の
項
目
に
お
い
て
も
石
田
の
学
問
の
特
色
が
の
べ
ら
れ

　
　
て
い
る
百

（
2
）
峯
。
｝
自
庁
、
レ
・
婁
ミ
こ
こ
ミ
§
“
雨
誉
寒
菩
串
§
§

　
、
、
、
。
雨
、
句
。
戸
句
、
一
ε
S
、
こ
の
本
の
か
な
り
詳
し
い
書
評
を
筆

　
者
は
か
つ
て
し
た
こ
と
が
あ
る
。
（
『
経
済
地
理
学
年
報
』
第
一
六
巻

　
第
二
号
　
一
九
七
〇
年
　
五
三
－
五
五
員
）

（
3
）
〇
一
里
く
凹
一
㌔
・
L
§
ニ
ミ
一
．
ぎ
ミ
§
こ
二
亀
菩
§
㌻
§

　
き
一
、
、
曽
富
、
、
、
舳
．
団
。
－
。
閉
■
o
叶
津
＄
一
岩
塞
．
（
竹
内
啓
一
訳
『
現
代
地
理

　
学
の
論
理
1
そ
の
学
説
史
的
展
望
』
大
明
堂
　
一
九
七
五
年
）
訳
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薔
一
八
－
一
九
頁
参
照
。

（
4
）
冒
片
書
貝
＞
－
i
ざ
ミ
§
軋
き
一
§
ぎ
§
雨
、
、
§
。
ぎ

　
o
§
雫
喜
ミ
o
H
§
§
s
s
－
↓
ブ
o
峯
o
；
o
日
；
号
ω
。
、
一
血
叩
o
｛
亭
o
＞
・

　
＞
．
Ω
－
9
　
］
1
O
N
H
一

（
5
）
官
易
片
昌
ら
」
－
は
霊
量
ρ
曾
量
雰
き
；
昌
咀
・
ω
。
巨
8
一
叩

　
o
｝
H
ブ
昌
o
同
葦
一
竃
ρ
＞
暮
『
o
－
ξ
一
勾
g
8
庄
o
畠
昌
旨
Φ
肉
8
彗
“

穿
葦
二
；
甚
♀
＞
豪
ユ
。
彗
雲
冒
昌
9
£
、
岩
写
里
昌
具

　
申
考
．
（
o
p
）
H
ぎ
ミ
蒔
｝
姜
g
』
§
き
§
甘
o
Ω
軸
秦
、
喜
ミ
ぎ

　
§
帖
q
ミ
辻
＆
9
ミ
凄
．
＞
『
〇
一
一
〇
目
炭
o
o
吋
p
岩
o
0
H
一
〇
〇
．
ω
8
1
旨
N

　
に
お
い
て
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で
の
期
間
の
ア
ン
グ

　
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
諸
国
の
主
要
な
バ
ラ
ダ
イ
ム
が
、
買
亘
o
昌
ま
冒
・

　
○
目
ま
H
o
目
目
o
目
夢
－
ρ
g
雪
昌
巨
庁
目
一
富
阻
o
目
邑
涼
冒
で
あ
っ
た
が
、

　
そ
れ
に
か
わ
っ
て
継
起
し
て
き
て
い
る
の
が
、
岩
黒
邑
邑
竃
o
9

　
σ
o
す
芭
ま
o
ユ
望
一
冨
g
畠
－
㌔
誓
；
g
冒
昌
で
あ
る
と
整
理
し
て
い
る
が
、

　
こ
れ
は
欧
米
流
の
地
理
学
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

（
6
）
　
日
本
人
地
理
挙
者
と
し
て
は
、
第
六
巻
ま
で
に
、
山
崎
直
方
、

　
小
川
琢
治
と
い
う
二
人
の
代
表
的
講
壇
地
理
学
者
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

　
い
ず
れ
も
辻
田
右
左
男
氏
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
が
、
現
在
、
源
目
日

　
久
氏
に
よ
る
志
賀
重
目
珊
に
関
す
る
原
稿
が
す
で
に
編
築
部
に
と
ど
け

　
ら
れ
て
お
り
、
日
本
側
と
し
て
は
、
今
後
、
福
沢
諭
吉
、
内
村
鑑
三
、

　
牧
口
常
三
郎
な
ど
を
も
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
地
理
恩
想
、
イ
デ
オ
ロ

　
ー
グ
と
し
て
果
た
し
た
役
割
な
ど
に
光
を
あ
て
る
こ
と
を
予
定
し
て

　
い
る
。

（
ア
）
　
日
本
そ
し
て
東
洋
に
お
け
る
地
理
の
思
想
の
伝
統
を
ほ
り
お
こ

　
し
、
そ
の
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
の
い
わ
ぱ
「
文
法
」
を
発
見
し
よ
う
と
し

　
た
日
本
人
研
究
者
の
研
究
成
果
と
し
て
、
京
都
大
学
文
学
部
地
理
学

　
教
室
編
『
地
理
の
思
想
』
　
地
人
書
房
　
一
九
八
二
年
を
あ
げ
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

（
8
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
｝
巨
ま
冒
宵
一
＞
・
俸
｝
岬
o
o
o
円
蜆
“
、
凹
目
P
↓
、
一

　
H
葦
辻
ミ
ざ
ミ
δ
b
ぎ
ざ
軸
§
一
』
、
、
轟
ミ
竃
オ
喜
ミ
ド
∪
H
＞
市
串
勺
O
コ

　
z
o
・
ご
■
昌
p
岩
o
o
o
に
そ
の
意
図
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
し
、

．
京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
目
ン
の
一
部
が
上

　
映
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
二

　
石
田
寵
次
郎
は
そ
の
晩
年
、
す
な
わ
ち
一
九
六
五
年
か
ら
、
病

の
た
め
に
執
筆
不
可
能
に
な
る
ま
で
の
数
年
間
に
、
日
本
の
地
理

挙
史
、
と
く
に
、
明
治
以
降
の
そ
れ
に
関
し
て
、
多
く
の
研
究
を

精
カ
的
に
発
表
し
た
。
こ
れ
を
発
表
年
代
順
に
示
す
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

　
①
「
日
本
の
地
理
学
　
そ
の
発
達
と
性
概
に
つ
い
て
の
小
論
」
『
地

　
　
理
』
第
一
〇
巻
第
一
号
　
一
九
六
五
年

　
②
「
日
本
に
お
け
る
地
誌
の
伝
統
と
そ
の
恩
想
的
背
最
」
『
地
理
単
評

　
　
論
』
　
第
三
九
巻
第
六
号
　
一
九
六
六
年

　
③
「
皇
国
地
誌
の
編
纂
　
そ
の
経
緯
と
思
想
1
」
『
社
会
学
研

　
　
究
』
（
一
橘
大
学
研
究
年
報
）
8
　
一
九
六
六
年
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④
「
日
本
人
の
海
外
調
査
の
展
望
戦
前
・
戦
中
に
お
け
る
地
理

　
　
学
者
の
業
繍
」
『
地
理
』
第
一
四
巻
第
一
号
　
一
九
六
九
年

　
⑤
「
東
京
地
学
協
会
編
年
史
稿
」
『
地
学
雑
誌
』
第
七
八
巻
第
三
号

　
　
一
九
六
九
年

　
⑥
「
東
京
地
挙
協
会
報
告
（
明
治
二
一
⊥
二
〇
年
）
－
明
治
前
半

　
　
の
日
本
地
理
挙
史
資
料
と
し
て
1
」
『
社
会
学
研
究
』
（
一
橋
大
学

　
　
研
究
年
報
）
1
0
　
一
九
六
九
年

　
⑦
「
山
崎
直
方
と
小
川
琢
治
東
西
両
大
学
の
地
理
学
講
座
創
設

　
　
ま
で
ー
」
『
地
理
』
第
一
五
巻
第
二
一
号
　
一
九
七
〇
年

　
⑧
「
東
京
地
学
協
会
編
年
史
稿
・
補
遺
」
『
地
学
雑
誌
』
第
八
○
巻
第

　
　
一
号
　
一
九
七
一
年

　
⑨
　
「
地
単
雑
誌
－
創
刊
（
明
治
二
二
年
）
よ
り
関
東
大
震
災
ま
で

　
　
I
」
『
社
会
挙
研
究
』
（
一
橋
大
学
研
究
年
報
）
u
　
一
九
七
一
年

　
⑪
「
明
治
・
大
正
期
の
日
本
の
地
理
挙
界
の
思
想
的
動
向
　
山
崎

　
　
直
方
．
小
川
琢
治
の
昭
和
期
へ
の
役
割
－
」
『
地
理
学
評
論
』
第

　
　
四
四
巻
第
八
号
　
一
九
七
一
年

　
⑪
「
戦
前
回
顧
」
日
本
地
理
学
会
編
『
日
本
地
理
学
会
五
十
年
史
』

　
　
古
今
書
院
一
九
七
転

　
地
理
挙
史
を
、
止
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
か
、
ど
の

よ
う
な
観
点
か
ら
分
析
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
さ
き
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
そ
の
人
の
地
理
学
の
地
平
、
す
な
わ
ち
、
地
理
学
な

る
も
の
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
か
、
あ
る
い
は
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
、
一
方
で
は
規
定
さ

れ
、
他
方
、
学
説
史
的
反
省
が
そ
の
人
の
方
法
論
を
規
定
し
て
い

く
と
い
う
関
係
を
認
め
る
な
ら
ば
、
一
九
六
五
年
以
降
の
同
じ
時

期
に
発
表
さ
れ
た
次
の
五
つ
の
も
の
は
、
石
田
の
内
面
に
お
け
る

そ
の
よ
う
な
葛
藤
の
産
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
⑫
「
『
皇
国
地
誌
』
研
究
断
想
－
風
土
的
地
誌
と
教
育
的
地
誌
か
ら

　
　
研
究
的
地
誌
へ
」
『
多
摩
文
化
』
一
六
・
一
七
合
併
号
　
一
九
六
五

　
　
年

　
⑲
　
「
地
理
学
研
究
の
中
身
と
東
南
ア
ジ
ア
の
課
題
」
『
地
挙
雑
誌
』
第

　
　
七
五
巻
第
二
号
　
一
九
六
六
年

　
⑭
「
地
理
学
的
思
考
へ
1
日
本
の
地
理
学
研
究
に
お
け
る
課
題
的

　
　
反
省
l
」
『
地
理
』
第
二
二
巻
第
一
号
　
一
九
六
八
年

　
⑮
「
地
理
学
の
性
椿
」
一
石
田
龍
次
郎
編
著
『
地
理
学
研
究
の
た
め
の

　
　
文
献
と
解
題
』
古
今
書
院
　
一
九
六
九
年

⑯
「
地
理
学
的
研
究
と
は
何
か
」
『
地
理
』
第
一
五
巻
第
一
号
一
九

　
　
七
〇
年

　
皇
国
地
誌
編
纂
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
四
〇
年
日
本
地
理

学
会
の
総
会
で
報
告
し
、
そ
れ
を
『
地
学
雑
誌
』
の
論
文
に
ま
と

　
　
　
　
＾
1
0
〕

め
て
い
る
が
、
当
時
の
石
田
の
関
心
は
、
地
理
学
に
お
け
る
地
詰

の
あ
り
方
で
あ
り
、
「
皇
国
地
誌
が
今
日
の
地
誌
記
載
の
方
法
に

何
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
む
し
ろ
、

地
域
の
客
観
性
を
重
ん
じ
よ
う
と
し
た
そ
の
先
駆
的
態
度
を
積
極
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的
に
評
価
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
よ
り
一

九
四
一
年
ま
で
、
武
見
芳
二
、
渡
辺
光
と
と
も
に
『
世
界
地
理
』

全
ニ
ハ
巻
（
河
出
書
房
）
の
責
任
編
集
者
と
し
て
仕
事
を
進
め
る

な
か
で
、
地
誌
学
な
る
も
の
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
中
で
皇

国
地
誌
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
「
自

撰
年
譜
抄
」
の
一
九
三
三
年
の
項
に
「
こ
の
こ
ろ
か
ら
明
治
前
半

の
日
本
地
理
・
統
計
・
教
科
書
類
を
あ
つ
め
は
じ
め
、
古
書
展
に

は
ほ
と
ん
ど
欠
か
さ
ず
早
朝
出
か
け
た
」
と
あ
り
、
人
口
、
産
業

の
分
布
の
歴
史
的
変
化
に
注
目
す
る
と
い
う
石
田
固
有
の
学
風
を

形
成
し
て
い
く
な
か
で
、
ま
ず
は
じ
め
に
は
、
資
料
と
し
て
の
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

国
地
誌
に
注
目
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き

こ
と
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
の
報
告
に
お
い
て
、
石
田
は
、
は
っ

き
り
と
、
「
学
史
を
研
究
す
る
意
義
は
、
単
に
過
去
の
あ
る
時
代

に
か
く
か
く
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
、
或
は
ス
ト
ラ
ボ
、

或
は
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
を
単
に
祖
述
、
記
載
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ

れ
は
そ
の
内
に
常
に
新
し
い
今
日
及
ぴ
明
日
へ
の
問
麺
を
包
蔵
し

示
唆
す
る
所
に
こ
そ
意
義
が
存
す
る
の
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

　
一
九
五
二
年
の
『
人
文
地
理
研
究
法
入
門
』
に
お
い
て
、
皇
国

地
誌
が
再
び
と
り
あ
げ
ら
れ
、
今
度
は
「
未
完
成
の
教
訓
」
と
し

て
、
民
衆
の
地
理
と
の
乖
離
、
お
よ
ぴ
地
域
独
自
の
課
題
を
究
明

す
る
地
理
学
者
の
不
在
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一

九
六
五
年
に
い
た
る
ま
で
は
、
挙
説
史
に
関
す
る
業
綾
と
し
て
は

一
九
五
七
年
の
「
環
境
理
論
系
譜
抄
」
、
一
九
六
一
年
の
「
日
本

の
地
理
学
の
系
譜
」
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
、
一
九
六

五
年
以
後
、
特
に
、
一
橋
大
学
を
退
職
し
て
か
ら
、
本
格
的
に
、

近
代
地
理
学
史
、
と
く
に
明
治
・
大
正
期
の
そ
れ
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
、
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
現
在
（
石
田
が
そ
れ
を
書
い
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
）
の
日
本

の
地
理
学
、
と
く
に
人
文
地
理
挙
あ
る
い
は
社
会
地
理
学
の
後
進

性
の
理
由
を
み
る
た
め
に
は
、
過
去
一
〇
〇
年
間
、
近
代
日
本
に

お
い
て
地
理
学
が
い
か
に
発
達
し
、
制
度
的
に
確
立
し
て
き
た
か

を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
（
文
献
⑨
お
よ
ぴ
⑯
）
と
い

う
の
が
、
書
か
れ
て
い
る
隈
り
で
の
石
田
の
基
本
的
問
魑
意
識
で

あ
る
。
そ
し
て
、
関
東
大
震
災
に
先
立
つ
ア
カ
デ
ミ
ー
地
理
学
確

立
前
の
日
本
の
近
代
地
理
学
に
つ
い
て
石
田
は
、
次
の
三
つ
の
系

譜
を
考
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
総
括
し
て
い
る
。

○
　
明
治
維
新
直
後
か
ら
太
政
官
地
誌
課
、
後
の
内
務
省
地
理
局

に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
「
皇
国
地
誌
」
の
編
纂
は
、
中
央
集
権
的
、

中
国
的
史
官
意
識
の
下
に
進
め
ら
れ
、
近
代
国
家
に
よ
る
統
計
、
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地
図
、
地
籍
台
帳
な
ど
の
作
成
の
進
捗
に
よ
り
、
そ
の
存
在
意
義

を
失
い
、
つ
い
に
明
治
二
〇
年
代
半
ぱ
に
挫
折
し
た
。
（
文
献
③
）

⇔
　
西
欧
社
会
の
地
理
学
協
会
（
Ω
8
o
q
H
岩
巨
s
一
ω
o
ま
耳
）
を
模

し
て
、
一
八
七
九
年
に
創
立
さ
れ
た
東
京
地
学
協
会
は
、
日
本
人

に
よ
る
海
外
知
識
、
地
理
的
情
報
の
収
集
、
普
及
を
目
ざ
し
て
『
東

京
地
学
協
会
報
告
』
（
旨
ミ
§
－
呉
き
軸
箏
ぎ
o
9
泰
、
喜
ミ
§
｝

ぎ
き
ミ
）
を
発
行
し
た
が
、
新
聞
、
雑
誌
に
よ
る
海
外
事
情
の
紹

介
が
多
く
な
る
の
に
従
っ
て
、
当
初
の
目
的
を
失
な
い
、
か
つ
外

交
官
、
軍
人
“
旧
地
理
家
だ
け
で
は
新
し
い
方
針
を
樹
て
る
こ
と

が
で
き
ず
、
一
八
八
九
年
よ
り
「
地
学
薙
誌
」
（
§
軸
言
ミ
§
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

呉
3
夷
、
意
ミ
）
を
発
行
し
て
い
た
地
学
会
と
一
八
九
一
年
合
併

し
、
「
地
学
雑
誌
」
を
発
行
す
る
協
会
の
性
楕
は
、
一
八
九
〇
年

代
に
大
き
く
変
貌
し
た
。
す
な
わ
ち
、
東
京
地
学
協
会
に
お
け
る

地
学
と
は
、
当
初
、
そ
の
英
文
名
称
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に

「
地
理
学
」
Ω
8
0
目
円
岩
ξ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
地
学
雑

誌
に
お
け
る
地
学
と
は
、
地
質
学
を
中
心
と
し
て
、
地
理
学
、
鉱

物
学
、
そ
の
他
地
震
学
、
気
象
学
、
海
洋
学
等
の
地
球
科
学
全
般

を
ふ
く
ん
で
い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
地
学
」
と
い
う
名
前
の
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
が
こ
こ
に
成
立
す
る
。

．
β
　
「
地
学
雑
誌
」
の
編
集
に
あ
た
っ
て
い
た
小
藤
文
次
郎
は
、

当
時
欧
米
に
お
い
て
一
つ
の
学
問
と
し
て
成
立
し
て
い
た
理
科
的

西
欧
風
の
新
し
い
地
理
学
に
特
別
の
興
味
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た

一
八
九
七
年
七
月
か
ら
一
九
〇
八
年
五
月
ま
で
は
小
川
琢
治
が
編

集
、
運
営
に
カ
を
そ
そ
ぎ
、
地
学
よ
り
本
来
の
地
理
学
に
雑
誌
の

方
向
を
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
こ
の

時
期
は
、
日
清
役
後
か
ら
日
露
役
を
は
さ
ん
で
、
大
陸
の
地
理
、

資
源
な
ど
に
関
す
る
深
い
関
心
が
雑
誌
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
時
期

で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
理
科
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

一
時
期
、
『
地
学
雑
誌
』
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
地
理
学
揺
藍
の
役
割

を
は
た
す
が
、
そ
れ
も
一
九
〇
八
年
小
川
琢
治
が
地
理
挙
教
授
と

し
て
京
都
大
学
に
赴
任
す
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
東

京
地
単
協
会
は
、
世
界
の
地
理
学
研
究
の
新
し
い
成
果
を
摂
取
・

紹
介
す
る
等
、
読
者
の
要
望
に
こ
た
え
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る

近
代
地
理
学
確
立
に
も
っ
と
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
筈
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
役
立
た
な
い
ま
ま
関
東
大
震
災
で
、

蔵
書
、
建
物
の
焼
失
と
い
う
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
石
田
は
、
日
本
に
、
一
つ
の
研
究
分
野
と
し

て
の
地
理
学
が
成
立
す
る
の
は
、
京
都
帝
国
大
学
、
東
京
帝
国
大

学
に
、
地
理
講
座
あ
る
い
は
地
理
学
科
が
創
設
さ
れ
、
『
地
球
』
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『
地
理
挙
評
論
』
な
ど
の
専
門
誌
が
創
刊
さ
れ
る
の
を
ま
た
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
日
本
に
お
け

る
人
文
地
理
学
の
お
く
れ
」
の
根
源
を
見
き
わ
め
る
た
め
の
石
困

の
近
代
地
理
学
史
研
究
は
、
一
九
七
四
年
に
病
の
た
め
中
断
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
文
献
⑥
お
よ
び
⑨
に
お
い

て
と
っ
た
の
と
同
様
の
、
一
種
の
書
誌
学
的
方
法
を
用
い
て
、
震

災
後
の
『
地
学
雑
誌
』
お
よ
ぴ
新
た
に
創
刊
さ
れ
た
『
地
球
』
お

よ
ぴ
『
地
理
学
評
論
』
の
検
討
を
構
想
し
て
い
た
。
し
か
し
、
①

か
ら
⑯
ま
で
の
文
献
の
な
か
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
断
片
的
に

で
は
あ
る
が
、
人
文
地
理
学
の
発
達
が
、
自
然
地
理
学
の
発
達
に

比
し
て
お
く
れ
た
理
由
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
を
箇
条
書
き
す

れ
ぱ
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

H
　
さ
き
に
あ
げ
た
三
つ
の
系
譜
の
う
ち
、
第
一
お
よ
び
第
二
の

も
の
は
、
近
代
科
学
の
名
に
値
す
る
も
の
か
ら
は
る
か
に
遠
い
状

態
の
ま
ま
挫
折
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
第
三
の
系
譜
に
属
す
る
先

駆
的
ア
カ
デ
ミ
ー
地
理
学
者
が
あ
ま
り
に
数
少
な
く
劣
勢
で
あ
っ

た
こ
と
。
牧
口
常
三
郎
の
『
人
生
地
理
学
』
も
、
こ
の
よ
う
な
地

理
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
未
成
立
乃
至
は
未
熟
に
よ
る
空
隙
を
う
め

る
意
図
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
に
確
立
し
た
地
理
学
ア
カ
デ
、
ミ
ズ
ム
は
、
そ
の

よ
う
な
遺
産
を
ま
っ
た
く
継
承
せ
ず
断
絶
し
て
い
た
。

H
　
日
本
の
地
理
学
で
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ヘ
ル
ダ
ー
以
降

の
近
代
恩
想
を
通
過
せ
ず
、
リ
ヅ
タ
ー
を
消
化
せ
ず
し
て
、
直
ち

に
ラ
ヅ
ツ
ェ
ル
に
い
た
り
、
し
か
も
、
ラ
ヅ
ツ
ェ
ル
を
極
め
て
皮

相
に
環
境
論
的
に
解
釈
し
て
し
ま
っ
た
。

目
　
日
本
で
は
地
球
諸
科
学
と
歴
史
学
と
が
、
や
や
早
く
地
理
学

と
近
縁
関
係
に
お
い
て
発
達
し
た
の
に
対
し
て
、
人
間
そ
の
も
の

を
扱
う
学
間
の
導
入
が
お
く
れ
、
し
た
が
っ
て
地
理
学
と
の
接
触

を
お
く
ら
せ
た
。

㈲
　
地
理
が
、
挙
校
教
育
に
お
け
る
教
科
と
し
て
、
明
治
は
じ
め

以
来
、
確
乎
と
し
た
地
位
を
占
め
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
そ
の
内
容
を
艮
い
も
の
に
す
る
た
め
の
地
理
教
育
研
究
が
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
指
摘
は
、
た
し
か
に
斬
新
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
か
な
り
歯
切
れ
が
悪
い
。
第
二
次
大
戦
前
お
よ
び
戦

後
期
を
通
じ
て
、
以
前
の
石
田
は
、
も
っ
と
ヲ
デ
ィ
カ
ル
な
こ
と

を
歯
切
れ
よ
く
の
べ
て
い
た
。
た
と
え
ぱ
、
極
め
て
ポ
レ
、
ミ
ー
ク

な
調
子
で
書
か
れ
た
一
九
三
三
年
の
「
地
理
学
に
於
け
る
法
則
性

1
1
主
と
し
て
環
境
説
と
決
定
説
に
就
い
て
1
」
お
よ
び
「
再

ぴ
環
境
説
・
決
定
説
に
つ
い
て
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
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（123）　ひとつの地理学

に
お
い
て
、
彼
は
い
わ
ゆ
る
理
科
的
思
考
か
ら
地
理
挙
　
　
当
時

の
石
困
は
、
い
わ
ゆ
る
自
然
地
理
挙
は
自
然
諸
科
挙
に
解
消
し
、

地
理
学
と
は
、
社
会
科
挙
と
し
て
の
人
文
地
理
学
に
他
な
ら
な
い

と
主
張
し
て
い
た
1
を
理
解
す
る
環
境
説
・
決
定
説
を
徹
底
的

に
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
の
は
、
一
九
…
二
年
の
第
一
論
文
が
「
今
日
の
地
理
学
が
恐
ら

く
世
界
的
に
、
又
特
に
日
本
的
に
、
未
だ
嘗
て
な
き
隆
盛
を
極
め

て
ゐ
る
と
は
、
等
し
く
世
の
称
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
書

き
出
し
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
文
地
理
学
が
自
然
地

理
学
に
比
し
て
お
く
れ
て
い
る
と
い
う
間
題
意
識
か
ら
出
発
し
て

い
る
晩
年
の
石
田
と
、
こ
れ
は
鋭
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
一
九
六
六
年
に
書
か
れ
た
「
自
撰
年
譜
抄
」
の
一
九
三
三
年

の
と
こ
ろ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
地
理
学
に
お
け
る
法
則
、
自
然
環
境
の
解
釈
等
に
つ
い
て
藤

原
咲
平
、
今
村
学
郎
両
氏
の
閉
o
o
邑
号
壱
－
鶉
や
数
量
景
観
派
と

論
争
。
た
だ
し
十
分
に
学
界
の
発
展
に
は
役
立
た
な
か
ウ
た
」

　
人
文
地
理
学
の
後
進
性
の
原
因
に
つ
い
て
の
指
摘
の
歯
切
れ
が

悪
い
の
は
、
そ
の
理
由
の
徹
底
的
解
明
を
、
震
災
後
を
取
り
扱
う

後
に
続
く
論
文
で
実
証
的
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と

に
も
よ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
秀
才
と
し
て
、
師
山

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
彗

崎
直
方
に
可
愛
が
ら
れ
、
以
後
、
日
本
地
理
学
界
の
日
の
あ
た
る

場
所
に
た
え
ず
身
を
置
き
な
が
ら
、
同
時
に
、
そ
の
鋭
い
批
判
精

神
、
理
論
的
説
得
カ
と
組
織
カ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
人

文
地
理
学
の
発
達
を
牽
引
し
て
き
た
石
田
が
、
そ
の
晩
年
に
お
い

て
、
往
時
に
お
け
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

な
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
に
お
け
る
近
代
地
理
学
の
発
達
の
足

跡
を
徹
底
的
に
検
討
す
る
と
い
う
途
方
も
な
く
大
き
な
構
想
を
持

っ
に
い
た
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
「
自
選
年
譜
抄
」
を
見
て
も
明
ら

か
で
あ
る
。

　
何
が
石
田
を
そ
の
よ
う
な
ペ
シ
ミ
ズ
ム
に
お
と
し
い
れ
た
の
か
、

そ
し
て
、
石
田
の
試
み
は
成
功
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
す
く

な
く
と
も
、
実
り
あ
る
成
果
を
産
み
出
す
べ
き
ポ
ジ
ィ
テ
ィ
ヴ
な

方
向
を
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
伝

記
的
研
究
の
次
の
課
題
と
な
る
。

　
（
9
）
　
こ
の
文
献
⑭
に
つ
い
て
は
、
「
執
筆
者
石
田
が
未
定
稿
の
段
階

　
　
で
健
康
を
害
ね
た
た
め
、
そ
の
後
は
、
未
定
稿
に
つ
い
て
矢
沢
（
犬

　
　
二
－
引
用
者
）
が
最
小
限
度
の
文
章
の
整
理
と
取
捨
補
綴
を
行
な

　
　
う
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
こ
の
本
の
「
序
」
に
記
さ
れ

　
　
て
い
る
の
で
、
執
筆
者
と
し
て
の
石
田
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

　
　
が
、
厳
密
な
意
味
で
は
石
固
の
業
繍
と
見
傲
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
（
1
0
）
　
さ
き
に
ふ
れ
た
『
一
橋
論
叢
』
第
五
八
巻
第
一
号
に
筆
者
が
作
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成
し
た
「
石
困
龍
次
郎
名
誉
教
授
著
作
略
目
録
」
が
収
録
さ
れ
て
い

　
る
の
で
、
一
九
六
七
年
以
前
の
石
田
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に

　
お
い
て
は
ぺ
ー
ジ
数
な
ど
の
詳
し
い
注
記
を
省
略
す
る
。

（
1
1
）
　
石
田
の
挙
風
は
、
歴
史
の
流
れ
の
一
断
面
の
地
理
の
分
析
、
い

　
わ
ぱ
歴
史
的
景
観
の
復
元
を
も
っ
て
歴
史
地
理
学
と
考
え
る
当
時
か

　
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
続
い
て
い
る
日
本
に
お
け
る
支
配
的
な
考
え

　
方
か
ら
す
れ
ば
、
歴
史
地
理
単
と
は
見
傲
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、

　
石
閏
が
蒐
集
し
た
明
治
期
の
目
本
地
理
・
統
計
・
教
科
書
類
は
、
筆

　
者
を
研
究
代
表
者
と
す
る
一
九
八
O
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
「
地

　
理
恩
想
の
伝
播
と
継
承
に
関
す
る
比
較
研
究
」
に
よ
っ
て
一
括
購
入

　
さ
れ
、
一
橋
大
学
中
央
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
ナ
ウ
マ
ン
の
主
唱
に
よ
っ
て
一
八
七
八
年
に
創
設
さ
れ
た
博
物

　
友
会
に
起
源
す
る
地
学
会
は
英
語
名
を
Ω
8
－
o
o
目
－
轟
｝
ω
o
g
o
専
o
｛

　
』
岩
彗
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
八
八
九
年
創
刊
の
『
地
挙
雑

　
誌
』
が
、
当
初
か
ら
H
ぎ
言
ミ
§
』
呉
Ω
§
宍
ミ
ミ
と
い
う
英
文

　
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
。
か
に
つ
い
て
は
筆
者
が
あ
た
っ
た

　
い
く
つ
か
の
図
薔
館
の
も
の
は
、
い
ず
れ
も
襲
表
紙
を
と
っ
て
製
本

　
し
て
い
る
の
で
、
ま
だ
確
認
で
き
ず
、
箪
者
が
確
認
で
き
た
の
は
、

　
一
八
九
八
年
発
行
の
も
の
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
藤
文
三
郎
が

　
書
い
た
『
地
学
会
誌
』
一
八
八
五
年
一
－
五
頁
、
「
地
挙
会
沿
革
小

　
史
」
お
よ
ぴ
≡
『
地
挙
雑
誌
』
創
刊
号
、
「
地
学
雑
誌
発
行
二
付
地
理

　
学
ノ
意
義
二
解
釈
ヲ
下
ス
」
の
二
つ
の
文
章
を
読
む
か
ぎ
り
、
当
時

　
一
地
学
」
と
は
Ω
o
o
－
o
o
目
｝
を
も
包
摂
す
る
Ω
8
o
司
量
勺
巨
｝
で
あ
る
と

　
理
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
3
）
，
石
田
は
挙
生
時
代
、
山
崎
直
方
の
口
頭
に
よ
る
指
示
を
受
け
た

　
だ
け
で
、
い
く
つ
か
の
山
崎
の
名
前
で
発
表
さ
れ
た
文
章
の
代
筆
を

　
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三

　
一
九
三
三
年
の
論
争
は
、
石
田
が
直
接
名
指
し
に
し
て
は
い
な

い
が
、
批
判
の
対
象
に
し
た
村
田
貞
蔵
、
吉
村
信
吉
、
松
井
勇
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
地
域
計
測
論
の
当
事
者
－
い
ず
れ
も
東
大
地
理

学
科
出
身
の
石
田
の
後
輩
で
あ
る
ー
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
推
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
〕

し
た
で
あ
ろ
う
東
大
地
理
学
教
室
の
主
任
で
あ
っ
た
辻
村
太
郎
か

ら
は
、
何
の
反
論
も
な
く
、
む
し
ろ
外
野
席
に
居
た
観
の
あ
る
石

田
と
同
期
の
今
村
学
郎
、
中
央
気
象
台
の
技
師
で
あ
っ
た
藤
原
咲

平
が
石
囲
に
反
論
を
加
え
る
と
い
う
奇
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
の
再
論
を
、
石
田
は
「
本
誌
一
・
二
月
号
に
お
け
る

拙
稿
『
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性
』
は
予
期
し
て
ゐ
た
如
く
、
大

部
分
の
地
理
学
者
よ
り
は
大
体
環
境
説
・
決
定
説
に
つ
い
て
常
識

的
に
妥
当
な
と
こ
ろ
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
や
う

で
あ
る
が
－
」
と
い
う
文
章
で
書
き
出
し
て
い
る
。
わ
ず
か
四
年

ほ
ど
の
間
で
あ
っ
た
が
、
隆
盛
を
極
め
た
地
域
計
測
論
が
以
後
急

速
に
衰
退
し
た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
脆
弱
性
－
当
時
の
主
潮
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（125）　ひとつの地理学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
）

で
あ
づ
た
環
境
論
に
制
約
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
人
文
地
理
挙
固
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

の
方
法
論
的
基
盤
の
検
討
を
欠
い
て
い
た
こ
と
、
見
出
さ
れ
た
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

則
性
の
現
実
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、

適
用
対
象
が
景
観
論
、
よ
り
正
確
に
は
地
表
形
態
論
の
枠
組
み
に

隈
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
な
に
よ
り
も
、
地
域
計
測
論
的
研
究
が
、

従
来
の
地
理
学
の
よ
う
に
帰
納
法
的
論
理
に
よ
る
の
で
は
な
く
演

繰
的
論
理
に
よ
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
、
当
事
者
自
身
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

あ
ま
り
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
－
を
地
域
計
測
論
が

持
っ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
計
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
〕

革
命
を
先
取
り
す
る
高
い
水
準
に
達
し
て
い
た
新
し
い
研
究
動
向

を
、
石
田
は
、
自
信
を
も
っ
て
、
物
理
的
決
定
説
と
非
難
し
、
社

会
的
現
実
を
無
視
す
る
も
の
と
断
じ
、
結
果
的
に
は
こ
の
石
田
の

批
判
が
、
地
域
計
測
論
的
研
究
の
急
速
な
退
潮
の
契
機
と
な
ウ
た

の
で
あ
る
。

　
石
田
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
地
理
学
を
、
場
所
的
多
様
性
の

解
明
、
同
一
の
現
象
が
、
自
然
を
も
含
め
た
環
境
条
件
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
あ
ら
わ
れ
方
を
す
る
か
、
そ
れ
を
解
明
す

る
た
め
に
、
行
政
地
域
、
統
計
の
単
位
と
は
異
な
る
独
自
の
地
域

設
定
を
す
る
挙
問
で
あ
る
と
規
定
し
な
が
ら
、
分
布
の
背
後
に
あ

る
普
遍
性
、
い
わ
ぱ
空
間
組
織
形
成
に
内
在
す
る
法
則
性
の
解
明

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
途
を
、
。
自
ら
た
ち
切
っ
て
し
ま
い
、
専
ら
、

歴
史
的
事
実
の
示
す
所
に
よ
っ
て
分
布
の
変
化
を
研
究
す
る
よ
う

に
な
り
、
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
学
風
に
よ
っ
て
、
成
因
論
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
欠
如
さ
せ
て
い
た
た
め
に
不
毛
に
お
わ
っ
た
景
観
地

理
学
に
対
し
て
、
創
造
的
批
判
性
と
優
位
性
を
持
ち
続
け
た
の
で

あ
っ
た
。

　
一
九
六
四
年
夏
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
二
〇
回
国
際
地
理

学
会
議
一
に
石
田
は
参
加
し
、
経
済
地
理
学
部
会
の
三
人
の
座
長
の

一
人
を
つ
と
め
た
。
こ
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
、

六
〇
年
代
を
通
じ
て
、
「
新
し
い
地
理
学
」
あ
る
い
は
計
量
革
命

を
推
進
し
た
主
役
達
は
、
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い
し
、
参
加
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
）

て
も
、
目
立
っ
た
ぺ
ー
バ
ー
を
提
出
し
て
い
な
い
。
唯
一
の
例
外

は
、
石
田
が
座
長
の
一
人
を
つ
と
め
た
経
済
地
理
学
都
会
で
、
と

く
に
七
月
二
二
日
、
応
用
地
理
学
部
会
と
の
合
同
で
の
「
経
済
地

理
学
に
お
け
る
統
計
的
技
術
の
利
用
」
と
題
さ
れ
た
会
場
で
は
、

い
わ
ゆ
る
「
計
量
派
」
と
保
守
派
と
が
真
正
面
か
ら
衝
突
し
て
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

討
論
を
展
開
し
、
フ
ロ
ア
に
居
た
ア
イ
サ
ー
ド
な
ど
は
、
む
し
ろ

調
停
役
に
ま
わ
る
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
だ
け
で
な
く
、

経
済
地
理
学
部
会
全
体
を
通
じ
て
、
計
量
地
理
学
に
属
す
る
報
告

が
か
な
り
あ
っ
た
。
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欧
米
の
薪
着
雑
誌
な
ど
を
通
じ
て
、
あ
る
程
度
、
地
理
掌
に
お

け
る
「
革
命
」
の
進
行
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

統
計
の
数
字
を
示
す
だ
け
で
は
地
理
学
で
な
い
と
た
え
ず
主
張
し
、

相
関
係
数
を
用
い
た
だ
け
で
も
、
そ
の
よ
う
な
研
究
に
対
し
て
反

撞
し
て
い
た
石
田
に
と
っ
て
み
る
と
、
こ
の
一
九
六
四
年
の
イ
ギ

リ
ス
で
の
経
験
は
、
か
な
り
の
衝
撃
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
．

の
会
議
に
つ
い
て
、
石
田
は
『
地
理
』
『
一
橋
論
叢
』
『
人
文
地

理
』
に
三
種
類
の
報
告
を
書
い
て
い
る
が
、
は
じ
め
の
二
つ
に
お

い
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
た

だ
、
石
田
は
、
計
量
地
理
挙
の
立
場
に
立
つ
人
た
ち
を
す
べ
て

「
経
済
学
の
一
部
と
し
て
発
達
し
て
い
る
地
域
科
学
屋
o
司
一
〇
冒
一

眈
9
昌
8
の
畑
の
人
」
と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
犬
変
な
誤

解
で
あ
っ
て
、
石
田
が
間
題
に
し
て
い
る
報
告
者
の
大
部
分
は

「
地
理
学
の
畑
」
の
人
で
あ
っ
た
。
石
因
の
所
見
を
引
用
す
る
と
、

「
地
理
学
と
地
域
科
学
と
が
、
ど
こ
で
む
す
ぴ
つ
く
か
、
問
題
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

あ
る
が
、
日
本
の
地
理
学
も
す
こ
し
そ
の
方
面
の
こ
と
は
、
一
応

了
解
し
て
お
か
ね
ぱ
な
る
ま
い
。
た
だ
空
間
的
分
布
だ
け
で
数
式

化
す
る
こ
と
は
、
地
理
学
の
訓
練
を
ぜ
ん
ぜ
ん
う
け
な
い
経
済
学

者
と
し
て
は
可
能
で
も
、
地
理
学
た
り
う
る
や
否
や
は
研
究
を
要

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
リ
ー
ジ
冒
ナ

ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
経
済
学
と
地
理
学
・
経
済
地
理
学
と
の
中
間

領
域
と
す
る
た
め
に
は
、
地
理
学
の
素
養
を
抜
き
に
し
て
は
だ
め

で
あ
ろ
う
。
地
理
学
の
畑
か
ら
こ
の
方
に
近
づ
こ
う
と
い
う
人
は
、

と
く
に
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
ね
ぱ
、
経
済
学
の
一
分
科
に
は
な

っ
て
も
、
地
理
学
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
中
間
領
域
と
も
な
り
得

な
い
で
あ
ろ
う
L
と
断
じ
て
い
る
。
演
緯
的
論
理
と
し
て
地
理
的

乃
至
環
境
的
条
件
の
捨
象
が
あ
り
う
る
こ
と
を
理
解
し
な
か
っ
た

石
田
は
、
彼
の
言
う
リ
ー
ジ
目
ナ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
地
理
学
と

し
て
は
認
め
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
、
一
つ
の
学
間
と
し

て
、
そ
れ
を
認
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
六
四
年

十
一
月
に
執
筆
し
た
文
献
①
は
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
衝
撃

の
ま
だ
さ
め
や
ら
ぬ
頃
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
「
日
本
に
も
昭
和
五
－
一
〇
年

頃
ω
o
o
邑
勺
耳
ぎ
㎝
の
風
調
が
地
理
学
界
に
あ
っ
た
が
、
戦
後
合

衆
国
で
も
リ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
試
み
て
新
し
い
地
理
学

と
す
る
学
派
が
あ
る
。
（
中
略
）
…
…
た
し
か
に
経
済
学
の
側
か

ら
は
、
空
間
的
認
識
を
得
た
一
つ
の
進
歩
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
も

っ
て
、
新
し
い
地
理
学
は
か
く
あ
る
べ
し
と
い
う
の
は
、
論
者
の

も
っ
て
い
る
地
理
学
や
経
済
地
理
学
の
概
念
が
、
根
本
に
お
い
て

地
理
学
の
最
少
限
に
も
つ
べ
き
も
の
を
抜
か
し
て
い
る
か
ら
で
あ
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（127）　びとつの地理挙

る
。
（
中
略
）
経
済
学
者
な
い
し
経
済
学
出
身
の
研
究
者
が
、
経

済
地
理
学
に
興
味
を
も
っ
て
新
し
い
研
究
を
せ
ら
る
る
の
は
昭
和

一
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、
わ
れ
わ
れ
も
啓
発
さ
れ
お
お
い
に

歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
母
星
ま
で
の
り
と
っ
て
、
こ
れ
が

地
理
学
だ
と
主
張
さ
れ
る
の
は
主
客
顛
当
で
、
ち
と
迷
惑
で
あ
る
。

（
中
略
）
欧
米
で
は
一
つ
の
科
学
と
し
て
、
地
理
学
、
経
済
地
理

学
が
り
っ
ぱ
に
地
位
を
保
っ
て
、
そ
の
広
い
セ
ン
ス
で
一
国
一
地

方
を
み
る
こ
と
を
評
価
さ
れ
て
い
る
の
に
、
日
本
で
無
理
に
経
済

学
や
農
業
経
済
学
の
な
か
の
一
小
分
野
に
自
ら
入
り
こ
む
必
要
も

な
か
ろ
う
。
L

　
私
事
に
わ
た
る
が
、
本
稿
の
議
論
と
関
わ
る
点
が
あ
る
の
で
述

ぺ
る
と
、
筆
者
は
、
一
九
六
三
年
十
二
月
に
ダ
ン
カ
ン
等
の
『
統

　
　
＾
2
2
〕

計
地
理
学
』
を
、
一
九
六
四
年
六
月
に
、
ブ
ン
ゲ
の
『
理
論
地
理

（
2
3
）

学
』
の
第
一
版
を
購
入
し
て
、
よ
く
理
解
で
き
ぬ
ま
ま
に
そ
れ
ぞ

れ
入
手
後
早
い
時
期
に
読
了
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
の

挙
界
に
お
い
て
も
、
「
革
命
」
の
進
行
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

　
　
　
　
＾
2
4
〕
　
　
＾
鴉
）
　
　
＾
2
6
）

て
お
り
、
稲
永
、
河
辺
、
西
岡
な
ど
に
よ
る
計
量
地
理
掌
の
手
法

に
よ
っ
た
業
績
も
こ
の
頃
ま
で
に
発
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

石
田
が
ロ
ン
ド
ン
で
「
経
済
学
の
一
部
と
し
て
発
達
し
て
い
る
地

域
科
学
の
畑
の
人
」
と
理
解
し
た
の
が
、
実
際
に
は
、
ア
イ
サ
ー

ド
を
除
け
ば
、
大
部
分
が
、
地
理
学
出
身
で
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ

ン
系
諸
国
お
よ
ぴ
北
欧
諸
国
で
、
す
で
に
地
理
学
の
正
統
派
の
地

位
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
「
計
量
地
理
学
」
あ
る
い
は
「
理
論
地

理
学
」
の
分
野
に
属
す
る
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
、
石
田
が
知
る

の
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
手
間
ど
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
困

　
　
　
　
＾
η
）

の
「
若
い
友
人
」
の
中
に
も
、
そ
の
こ
と
を
石
田
に
の
べ
た
人
が

い
た
筈
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
一
九
三
三
年
の
論
争
を
、

一
九
六
七
年
に
回
顧
し
た
石
田
の
「
た
だ
し
十
分
に
学
界
の
発
展

に
は
役
立
た
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
む
し
ろ
、
世
界
の
学

界
の
中
で
も
、
先
駆
的
な
価
値
を
も
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
育

つ
べ
き
芽
を
、
自
分
の
批
判
は
つ
ぷ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
懐
擬
ま
た
は
反
省
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
石
田
は
、
現
実
の
場
所
的
条
件
の
相
異
の
い
く
つ
か

を
捨
象
し
た
と
こ
ろ
か
ら
論
理
を
展
開
す
る
計
量
地
理
学
を
、
本

来
の
地
理
学
と
し
て
認
。
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
百
歩
譲
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
地
理
学
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
地
理
学
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
）

は
お
お
い
つ
く
せ
な
い
本
来
の
地
理
学
の
分
野
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
強
カ
に
主
張
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、
彼
が
痛
感
し
た

61？



一橘論叢 第八十九巻 第四号　（128）

日
本
の
人
文
地
理
学
の
お
く
れ
と
は
、
自
分
を
も
ふ
く
め
て
、
地

理
学
本
来
の
対
象
と
方
法
士
を
強
カ
に
主
張
で
き
な
い
こ
と
、

「
地
域
科
学
」
や
「
計
量
地
理
学
」
が
地
理
挙
で
な
い
こ
と
を
説

得
的
に
示
す
論
理
を
欠
い
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

新
し
い
研
究
傾
向
が
、
経
済
学
の
理
論
を
借
り
た
も
の
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
批
判
す
る
時
、
石
田
は
返
刀
で
、
農
業
経
済
学
、
社
会

学
、
地
代
論
の
成
果
や
理
論
を
借
用
し
て
、
地
理
挙
で
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
「
地
理
挙
」
を
も
切
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
、
一
理
科
的
地
理
学
か
ら
の
脱
皮
、

分
布
や
地
域
的
差
異
の
形
成
の
歴
史
的
な
分
析
、
歴
史
を
通
じ
て

の
環
境
の
意
味
の
変
化
、
な
ど
と
い
う
彼
の
主
張
に
ひ
か
れ
て
、

彼
と
親
し
く
接
し
、
彼
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

「
地
理
学
界
の
若
い
友
人
」
達
の
地
理
学
は
、
ま
さ
に
、
そ
の
よ

う
な
も
う
一
つ
の
借
り
も
の
の
「
地
理
学
」
だ
’
た
の
で
あ
る
。

　
彼
が
、
日
本
の
近
代
地
理
学
の
歴
史
を
徹
底
的
に
検
討
し
て
、

そ
の
な
か
で
、
日
本
に
お
け
る
人
文
地
理
学
の
後
進
性
の
理
由
を

明
ら
か
に
し
、
現
代
の
地
理
学
に
と
っ
て
有
効
な
理
諭
を
構
築
し

て
い
こ
う
と
思
い
立
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
反
省
、
危
機
意
識

か
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
石
田
と
と
も
に
、
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
経

済
地
理
学
部
会
で
座
長
を
つ
と
め
、
石
田
の
目
に
は
、
犬
変
正
統

的
保
守
的
地
理
学
者
と
し
て
映
っ
た
ソ
連
の
サ
ウ
シ
ュ
キ
ン
が
、

一
九
六
〇
年
代
の
後
半
に
は
、
演
緯
論
的
な
メ
タ
地
理
学
を
展
開

　
　
　
　
＾
2
9
〕

し
て
い
っ
た
の
と
、
石
田
の
歩
み
は
あ
ま
り
に
対
照
的
で
あ
っ
た

し
、
悲
槍
味
さ
え
お
ぴ
た
も
の
で
あ
ウ
た
。

　
（
1
4
）
　
当
時
景
観
論
に
潜
冒
し
、
そ
の
定
最
的
研
究
に
関
心
を
払
っ
て

　
　
い
た
辻
村
が
、
そ
の
教
え
子
に
そ
れ
を
す
す
め
、
成
果
を
自
ら
編
築

　
　
に
あ
た
っ
て
い
た
『
地
理
挙
評
論
』
へ
の
投
稿
を
す
す
め
た
で
あ
ろ

　
　
う
と
い
う
の
は
、
石
川
義
孝
の
推
論
で
あ
る
が
、
こ
の
推
論
は
正
し

　
　
い
と
思
わ
れ
る
。
（
石
川
義
孝
「
地
域
計
測
論
に
関
す
る
一
考
察
」

　
　
京
都
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室
編
『
地
理
の
思
想
』
地
人
書
房
　
一

　
　
九
八
二
年
　
二
八
九
－
二
九
七
員
を
参
照
）

　
（
∬
）
　
前
掲
石
川
論
文
に
お
け
る
指
摘
。

　
（
1
6
）
　
河
辺
宏
「
地
理
学
に
お
け
る
”
計
量
。
に
つ
い
て
」
人
文
科
挙

　
　
科
紀
要
（
東
京
大
掌
教
養
学
部
）
三
八
　
一
九
六
六
年
　
二
五
－
三

　
　
六
頁
。

　
（
1
7
）
　
奥
野
隆
史
「
わ
が
国
に
お
け
る
計
皿
地
理
学
研
究
－
人
文
地

　
　
理
学
分
野
を
主
と
し
て
ー
」
人
文
地
理
学
研
究
（
筑
波
大
挙
）
W

　
　
一
九
八
O
年
　
一
五
一
－
ニ
ハ
六
頁
。

　
（
1
8
）
　
さ
す
が
に
応
援
団
の
藤
原
は
、
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
理
解

　
　
し
て
い
た
。
（
藤
原
咲
平
「
石
困
氏
の
所
論
に
つ
い
て
」
『
地
理
教

　
　
育
』
第
一
八
巻
第
一
号
　
一
九
三
三
年
　
三
四
－
四
三
頁
。
と
く
に

　
　
四
一
頁
を
参
照
）
し
か
し
、
石
田
の
再
論
お
よ
ぴ
石
田
が
藤
原
の
文

　
　
章
に
付
し
た
傍
線
や
書
き
込
み
か
ら
判
断
す
る
と
、
石
田
は
、
藤
原
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ひとつの地理挙（129）

　
が
、
石
田
論
文
の
急
所
を
見
事
に
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て

　
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

（
1
9
）
　
た
と
え
ぱ
松
井
勇
は
「
栃
波
平
野
の
一
部
に
於
け
る
散
村
分
布

　
状
態
に
関
す
る
統
計
的
考
察
」
『
地
理
学
評
論
』
第
七
巻
　
一
九
三

　
一
年
四
五
九
－
四
七
六
頁
に
お
い
て
、
地
形
図
を
メ
ヅ
シ
ュ
方
裕

　
で
被
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
築
落
の
度
数
分
布
の
パ
タ
ー
ン
を

　
描
出
し
、
栃
波
平
野
の
散
村
分
布
の
記
述
モ
デ
ル
と
し
て
ポ
ア
ソ
ン

　
分
布
を
提
示
し
た
。
こ
の
研
究
は
の
ち
に
、
呂
津
貝
－
．
ω
＄
弍
警
s
－

ω
巨
身
艮
亭
而
目
叩
什
＝
g
｛
・
昌
亀
ω
s
§
邑
≦
厨
。
岨
ぎ
H
書

勾
遇
昌
：
；
冨
H
9
§
；
一
彗
、
ξ
彗
曽
埠
き
9
…
．
㌧
寺

　
亀
§
竃
㌧
o
ミ
§
ミ
県
o
§
“
§
籟
s
軋
o
s
雫
喜
ミ
一
p
H
8
“

　
勺
や
N
胃
－
蟹
α
と
し
て
英
文
で
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
の
論
文
は
、

　
一
九
五
〇
年
以
降
、
藷
外
国
の
計
鉦
地
理
学
関
係
の
文
献
に
お
い
て
、

　
確
率
過
程
に
基
づ
い
て
示
さ
れ
た
数
理
モ
デ
ル
か
ら
の
現
実
の
分
布

　
バ
タ
ー
ン
の
乖
離
に
注
目
し
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
て
さ
か
ん
に
引

　
用
さ
れ
、
計
量
地
理
学
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
に
も
収
録
さ
れ
た
。
な

　
お
、
石
田
は
、
す
く
な
く
と
も
一
九
六
五
年
末
に
は
、
こ
の
松
井
論

　
文
が
外
国
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

（
2
0
）
　
筆
者
も
こ
の
会
議
に
参
加
し
て
、
石
田
の
報
告
や
座
長
役
に
も

　
接
し
た
が
、
会
議
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
回
顯
目
岸
o
貝
声
申
＞

　
（
＆
・
）
㌧
茅
ミ
§
“
県
、
喜
§
ジ
N
0
§
ミ
ミ
§
ミ
§
ミ
Ω
§
雫
魯
ミ
o
ミ

9
ミ
、
婁
・
墨
8
．
一
し
奏
と
考
募
ε
奉
（
箪
）
1
9
ミ
雨
竃

、
、
s
舳
ミ
ぎ
撃
§
§
ぎ
ミ
§
ぎ
§
－
Ω
§
雫
意
ぎ
§
－
o
§
雫
雷
｝
．

　
乞
色
伽
o
タ
ー
8
N
に
よ
っ
た
。

（
2
1
）
　
ペ
ン
シ
ル
ブ
ァ
ニ
ア
犬
学
に
あ
っ
て
、
地
域
科
挙
の
推
進
者
で

　
あ
っ
た
峯
邑
8
H
－
窒
a
の
名
前
は
、
会
議
の
参
加
者
名
簿
に
は
の

　
っ
て
い
な
い
が
、
彼
が
当
目
こ
の
会
場
に
屠
て
重
要
な
役
割
を
演
じ

　
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
U
自
］
o
凹
P
〇
一
U
一
一
〇
一
旨
N
o
ユ
一
宛
．
弔
一
彗
一
〇
U
自
目
o
凹
貝
　
宙
’

　
臼
き
蓬
§
｝
9
翁
、
篭
ミ
．
、
§
ミ
耐
§
｝
ぎ
』
§
ミ
ぎ
ミ
」
、
砧
ミ
b
ミ
§

　
H
－
一
Φ
向
『
O
①
吊
篶
詔
O
｛
Ω
一
〇
＝
O
0
9
H
ψ
α
－
．

（
2
3
）
　
ω
…
o
o
9
老
二
H
ぎ
ミ
き
§
－
①
雨
泰
・
魯
ミ
ー
■
昌
o
ω
ε
皇
鶉
ぎ

　
O
o
o
o
司
『
串
勺
ゴ
｝
i
ω
o
『
・
O
l
Ω
o
自
＾
w
『
嘗
－
曽
■
｛
皇
－
里
片
－
o
目
壷
ま
o
巴
Ω
o
o
o
o
『
凹
－

　
吊
チ
さ
2
o
・
－
一
g
霊
昌
ラ
岩
s
。
（
西
村
嘉
助
訳
　
バ
ン
ジ
『
理
論

　
地
理
学
』
犬
明
堂
　
一
九
七
〇
年
）

（
2
4
）
　
稲
永
幸
男
「
電
話
通
信
発
生
か
ら
み
た
日
本
の
地
域
区
分
」

　
『
地
理
学
評
諭
』
三
二
巻
　
一
九
五
九
年
　
一
四
五
－
ニ
ハ
一
頁
。

（
刎
）
　
河
辺
宏
「
人
口
移
動
と
距
離
の
関
係
」
『
東
北
地
理
』
第
一
五

　
巻
第
二
号
　
一
九
六
三
年
　
四
七
－
五
三
頁
。

（
2
6
）
　
西
岡
久
雄
「
工
業
集
稜
に
関
す
る
覚
響
－
特
に
集
積
測
定
法

　
に
つ
い
て
－
」
『
脊
山
経
済
論
集
』
第
一
四
巻
四
号
　
一
九
六
三

　
年
五
一
－
七
四
頁
。

（
2
ア
）
　
一
九
六
七
年
の
「
自
撰
年
譜
抄
」
の
一
九
二
九
年
の
と
こ
ろ
で

　
石
田
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
年
頭
よ
り
病
床
に
お
ら
れ
た

　
山
崎
直
方
先
生
、
七
月
逝
去
。
師
の
縁
う
す
く
、
爾
来
、
む
し
ろ
地

　
理
学
以
外
の
先
輩
．
同
僚
、
ま
た
地
理
挙
界
の
若
い
友
人
を
研
究
上

　
の
手
懸
り
と
し
て
今
日
に
い
た
る
。
」

（
2
8
）
筆
者
は
、
一
九
七
一
年
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
本
星
に
、
葭
彗
－
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一橋論叢 第八十九巻 第四号　（130）

き
さ
b
二
■
善
－
§
ミ
軋
§
㌻
“
Ω
§
雫
喜
ミ
・
＞
；
o
5
一
ε
s
（
松

　
本
正
美
訳
『
地
理
学
基
礎
論
－
地
理
学
に
お
け
る
説
明
1
』
古

　
今
書
院
　
一
九
七
九
年
は
、
こ
の
本
の
前
半
都
の
日
本
語
訳
で
あ

　
る
）
が
山
稜
み
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
こ
の
計
量
地
理
学
の
集
体

成
と
も
言
え
る
暫
物
が
、
教
科
普
あ
る
い
は
指
定
参
考
薔
と
し
て
ひ

　
ろ
く
用
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
こ
と
を
石
閏
に
話
し
た
。

　
そ
の
時
石
困
は
、
そ
の
よ
う
な
手
法
か
ら
も
れ
て
し
ま
う
璽
要
な
分

　
野
が
地
理
学
に
は
あ
る
筈
で
あ
る
旨
の
こ
と
を
述
ぺ
て
い
た
。
ま
さ

　
に
、
石
田
が
の
ぺ
た
よ
う
な
点
を
反
省
し
て
、
吻
§
§
、
㌧
ミ
包
軋
ミ
富
ミ
、

　
§
軸
o
ミ
、
＞
コ
一
〇
一
♀
崔
ご
（
竹
内
啓
一
・
松
平
正
美
訳
『
都
市
と
社

　
会
的
不
平
等
』
日
本
プ
リ
タ
ニ
カ
　
一
九
八
○
年
）
、
ド
ぎ
ト
軋
§
募

　
ざ
o
意
ミ
ミ
一
缶
碧
＝
目
竃
岸
ミ
o
戸
岩
o
0
N
へ
と
転
向
し
て
い
っ
た

　
U
円
く
己
匡
彗
き
｝
の
軌
跡
を
考
え
る
と
、
石
田
の
言
葉
は
示
唆
に
と

　
む
。
（
「
革
命
」
後
の
地
理
孝
に
お
け
る
反
省
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ラ

　
デ
ィ
カ
ル
地
理
挙
運
動
と
『
ラ
デ
ィ
カ
ル
地
理
単
』
」
『
人
文
地
理
』

　
第
三
二
巻
　
一
九
八
○
年
　
四
二
八
－
四
五
一
頁
に
詳
し
い
）

（
2
9
）
た
と
え
ぱ
「
o
姜
彗
」
－
ξ
「
毛
雷
…
甲
自
’
O
ξ
冥
…
一

δ
．
『
．
ξ
O
α
葛
葦
≡
§
「
8
『
℃
喜
…
－
ぎ
ミ
O
§
～
O
ミ
息
§

　
ミ
一
き
o
ミ
雨
ミ
s
ミ
冒
尋
s
宙
o
き
婁
o
き
ミ
ミ
o
き
o
島
ミ
o
ミ
s
思
畠
s
H
8
o
o

　
o
↓
o
ω
l
H
阜
お
よ
ぴ
『
o
x
；
顯
二
一
戸
」
≦
’
O
凹
｝
貝
雰
＝
｝
｝
O
・
「
O
o
目
－

　
i
婁
窪
＝
匡
①
完
O
潟
畠
毒
臭
9
『
8
「
O
凹
号
…
．
b
O
ミ
9
ミ
さ
O
ミ
S
－

　
思
ε
罧
o
．
o
。
冒
｛
“
ミ
§
雨
ミ
o
肖
ミ
o
ミ
s
恩
亀
ぎ
H
ミ
戸
o
宅
・
蜆
－
心
o
o

　
に
お
い
て
、
サ
ウ
シ
ュ
キ
ン
は
完
全
に
計
最
地
理
単
の
立
場
を
と
る

　
に
い
た
っ
て
い
る
。
な
お
、
石
閏
は
サ
ウ
シ
ュ
キ
ン
を
英
語
読
み
し

て
、
ソ
ー
ス
キ
ン
と
表
記
し
て
い
る
。

　
み
ず
か
ら
ア
カ
デ
ミ
シ
ァ
ン
で
あ
っ
た
石
田
の
関
心
は
、
い
か

に
し
て
日
本
に
お
い
て
ア
カ
デ
ミ
ー
地
理
学
が
確
立
し
た
か
、
ま

た
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
弱
点
を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
〇
七
年
に
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
挙

が
、
一
九
一
一
年
に
東
京
帝
国
大
単
理
科
大
挙
が
地
理
学
講
座
を

も
つ
に
い
た
り
、
そ
こ
に
育
っ
た
ア
カ
デ
ミ
シ
ァ
ン
の
研
究
発
表

の
場
と
し
て
の
『
地
球
』
『
地
理
学
評
論
』
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九

二
四
年
、
一
九
二
五
年
に
発
刊
さ
れ
た
時
期
が
、
石
田
に
よ
れ
ぱ

近
代
地
理
挙
が
日
本
に
確
立
し
た
時
期
に
な
り
、
彼
に
よ
る
詳
細

な
書
誌
学
的
研
究
（
文
献
③
、
⑥
お
よ
び
⑨
）
は
、
い
わ
ぱ
、
そ

の
前
史
を
取
り
扱
っ
た
だ
け
で
未
完
の
ま
ま
残
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
文
献
⑧
⑥
⑨
の
前
に
書
か
れ
た
文
献
①
と
後
に
書

か
れ
た
⑩
と
を
比
較
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
点
で
、
石
田
が
見
解

を
変
え
、
認
識
を
あ
ら
た
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
特
に
重
要
な
点
は
、
文
献
①
に
お
い
て
は
、
一
八
九
三
年
、
東

京
帝
国
大
単
文
科
大
学
に
史
挙
・
地
理
学
講
座
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
竺
言
及
し
て
も
、
一
九
一
〇
年
に
こ
れ
が
消
滅
し
た
か
の
如
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（131）　ひとつの地理学

く
書
き
、
ま
た
こ
の
講
座
の
担
当
者
が
歴
史
学
者
だ
け
で
、
地
理

を
歴
史
の
補
助
学
科
と
見
倣
し
て
い
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
日
本

の
近
代
地
理
学
の
成
立
に
は
意
味
を
も
た
な
か
っ
た
と
考
え
て
、

殆
ん
ど
無
視
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
文
献
⑭
に
お
い
て
は
、

史
学
地
理
挙
講
座
は
史
学
関
係
講
座
と
し
て
存
続
し
た
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
し
、
そ
の
発
足
に
は
、
一
八
八
七
年
か
ら
一
九
〇
二

年
ま
で
教
授
と
し
て
在
日
し
た
リ
ー
ス
（
■
邑
三
〇
目
峯
霧
蜆
）
が

「
日
本
の
史
学
的
地
理
学
の
必
要
を
説
い
た
こ
と
に
よ
る
」
も
の

で
あ
る
と
指
摘
し
、
一
八
九
八
年
に
入
学
し
て
、
「
リ
ー
ス
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

自
然
地
理
を
、
政
治
地
理
を
坪
井
九
馬
三
か
ら
講
義
さ
れ
た
」
石

橘
五
郎
に
注
目
し
て
、
彼
自
身
は
、
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
も
の
は
殆

ん
ど
無
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
が
、
「
リ
ー
ス
の
流

れ
を
汲
む
文
科
大
挙
系
の
歴
史
、
歴
史
地
理
、
ま
た
そ
の
系
統
の

京
都
大
学
の
地
理
に
近
代
的
人
文
研
究
の
可
能
性
」
が
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
こ
の
文
献
⑩
で
も
、
石
困
は
こ
の
（
東

京
）
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
「
史
学
地
理
学
は
最
初
か
ら
坪
井
九

馬
三
の
担
当
で
あ
っ
て
、
名
前
だ
け
旧
の
ま
ま
で
、
内
容
は
史
学

概
論
で
地
理
学
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
」
と
断
定
し
て
、
こ
の
系

譜
の
日
本
の
近
代
地
理
学
の
成
立
に
と
っ
て
の
意
義
の
検
討
を
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
）
　
　
　
　
＾
珊
）

ち
つ
も
り
は
全
然
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
中
川
お
よ
ぴ
吉
田

に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
明
治
二
一
年
以
来
、
こ
の
史
学

地
理
学
講
座
で
は
リ
ー
ス
の
み
で
な
く
坪
井
、
粟
田
な
ど
に
よ
っ

て
、
「
史
学
概
論
」
な
ど
で
は
な
い
自
然
地
理
学
や
、
ラ
ヅ
ッ
ェ

ル
流
の
政
治
地
理
学
の
講
義
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
）

て
、
中
川
小
指
摘
し
た
よ
う
に
一
八
九
九
年
に
発
足
し
『
歴
史
地

理
』
を
発
行
し
続
け
た
日
本
歴
史
地
理
研
究
会
は
、
た
し
か
に
、

そ
の
創
刊
号
に
お
い
て
は
、
歴
史
地
理
に
補
助
学
科
と
し
て
の
役

割
し
か
与
え
な
い
こ
と
を
言
明
し
て
い
た
が
、
明
治
三
〇
年
代
の

末
頃
か
ら
、
歴
史
地
理
が
、
歴
史
学
の
単
な
る
補
助
手
段
と
し
て

と
ど
ま
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
内
部
で
も
論
議
が
あ
り
、
一

九
〇
六
年
に
は
、
そ
の
名
称
を
［
口
本
歴
史
地
理
学
会
と
変
更
す
る

に
い
た
っ
て
い
る
。
石
橘
五
郎
も
、
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
五

年
に
か
け
て
『
歴
史
地
理
』
に
多
く
書
い
て
い
る
し
、
発
足
時
会

員
で
は
な
い
が
賛
成
員
に
は
、
山
上
万
二
郎
、
吉
困
東
伍
、
小
藤

文
次
郎
な
ど
、
石
田
が
検
討
し
た
地
学
雑
誌
の
系
譜
と
も
関
連
す

る
名
前
が
連
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
し
、
石
田
が
『
地
球
』

の
体
系
的
検
討
ま
で
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
、
あ
る
い

は
、
そ
こ
で
『
歴
史
地
理
』
か
ら
の
影
響
、
系
譜
上
の
継
承
関
係

が
問
題
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
の
人
文
地
理
学

の
弱
さ
、
お
く
れ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
「
理
科
的
思
考
」
を
言
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う
た
め
に
は
、
考
慮
す
べ
き
他
の
地
理
挙
の
系
譜
が
、
明
治
期
に

は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
歴
史
地
理
』
の
系
譜
と
な
ら
ん
で
、
こ
れ
も
中
川
が
、
お
な

じ
論
文
で
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
文
献
⑭
に
お
け
る
石

困
の
内
村
鑑
三
、
牧
口
常
三
郎
、
志
賀
璽
昂
に
対
す
る
評
価
は
、

石
田
独
自
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
石
田
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
地
理
学

が
何
故
、
こ
れ
ら
の
遺
産
を
継
承
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
断
絶

が
、
日
本
の
近
代
地
理
学
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
は
全
然
な
い
。
石
田
の
検
討
は
、

東
京
地
挙
協
会
か
ら
日
本
地
理
学
会
に
い
た
る
、
自
己
の
出
自
に

関
わ
る
系
譜
の
枠
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
批
判
さ
れ

て
も
致
し
方
な
い
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
こ
と
が
石
田
の
目
的
だ

っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
同
陣
に
、
石
田
の
意
図
が

何
処
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
活
滋
化
し
た
日
本

の
地
理
挙
史
、
地
理
思
想
史
に
対
す
る
研
究
が
、
石
田
の
一
連
の

仕
事
か
ら
大
き
な
刺
戟
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
石
田
が
、
そ
の
学
間
的
生
涯
を
通
じ
て
、
論
文
、
短
報
、
書
評

な
ど
を
最
も
多
く
発
表
し
た
の
は
、
日
本
地
理
学
会
の
機
関
詰
で

あ
る
『
地
理
学
評
論
』
で
あ
っ
た
が
第
二
次
大
戦
前
に
は
、
『
地

理
教
育
』
な
ど
、
基
本
的
に
は
文
検
地
理
受
験
者
を
読
者
と
す
る

＾
糾
〕

薙
誌
に
も
、
い
く
つ
か
の
論
文
を
書
き
、
他
の
執
筆
者
と
か
な
り

違
っ
た
社
会
科
学
的
な
視
点
、
既
往
の
地
理
挙
に
対
す
る
批
判
精

神
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
関
連
す
る
学
会
の
例
会
、

大
会
な
ど
に
も
、
一
九
七
四
年
足
が
不
自
由
に
な
る
ま
で
、
殆
ん

ど
欠
か
さ
ず
に
出
席
し
、
質
凝
、
討
論
な
ど
に
熱
心
に
参
加
し
て

い
た
。
第
二
次
大
戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
石
田
は
、

『
新
し
い
日
本
と
世
界
－
地
理
・
社
会
・
経
済
』
（
毎
日
新
聞

社
）
、
『
新
し
い
東
京
』
（
毎
日
新
聞
社
）
、
『
世
界
地
理
大
系
』
（
河

出
書
房
）
、
『
世
界
の
地
理
』
（
毎
日
新
聞
社
）
、
『
世
界
写
真
地
理

全
集
』
（
河
出
書
房
）
、
『
現
代
地
理
講
座
』
（
河
出
書
房
）
、
『
世
界

地
理
』
（
古
今
書
院
）
な
ど
、
数
十
巻
に
お
よ
ぷ
シ
リ
ー
ズ
の
編

集
を
手
が
け
、
さ
ら
に
『
人
文
地
理
研
究
法
入
門
』
（
一
九
五
二

年
）
、
『
地
理
学
円
車
会
談
』
（
一
九
五
四
年
）
、
『
地
理
学
の
社
会

化
』
（
一
九
五
八
年
）
と
、
学
界
で
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
著
書

を
出
版
し
て
、
日
本
の
人
文
地
理
学
界
に
大
き
な
影
響
カ
を
も
つ

指
導
的
人
物
の
一
人
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
お
け
る
石
田
の
立
場
は
、

他
の
社
会
・
人
文
諸
科
学
と
共
通
す
る
言
語
を
も
っ
た
地
理
学
の

主
張
、
歴
史
的
背
景
、
環
境
の
役
割
の
科
学
的
理
解
の
主
張
な
ど
、

革
新
者
、
批
判
者
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
挙
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閥
を
越
え
た
「
若
い
友
人
」
達
か
ら
指
導
者
と
し
て
迎
が
れ
る
よ

・
つ
に
な
っ
て
い
た
o

　
「
そ
れ
が
ど
う
し
て
地
理
学
な
の
か
」
と
い
う
、
な
か
ぱ
請
問

を
、
「
若
い
友
人
」
達
に
対
し
て
、
石
田
は
当
時
か
ら
繰
り
返
し

て
い
た
が
、
環
境
の
役
割
へ
の
配
慮
、
地
域
的
差
異
の
究
明
と
い

う
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
一
九
六
〇
年
中
頃
ま
で
、
日
本
の
学
界
に
は
存

在
し
て
い
た
の
で
、
石
田
の
菱
言
は
説
得
カ
を
持
ち
続
け
た
。

　
一
九
六
五
年
以
降
、
石
田
が
、
日
本
に
お
け
る
人
文
地
理
学
の

後
進
性
を
言
い
、
近
代
地
理
学
史
の
検
討
に
む
か
っ
た
事
情
は
、

す
で
に
分
析
し
た
。
そ
し
て
そ
の
学
説
史
の
検
討
が
、
未
完
に
お

わ
っ
た
と
は
い
え
、
日
本
に
お
け
る
地
理
学
の
後
進
性
の
根
源
を

解
明
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
方
法
に
問
題
が
あ
る

こ
と
も
す
で
に
示
し
た
。
最
後
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
日
本
近
代
地
理
学
史
の
検
討
を
狭
際
か
つ
一
方
的
な

も
の
に
し
た
石
田
の
方
法
は
、
文
猷
⑬
か
ら
⑯
に
お
い
て
示
さ
れ

た
石
田
の
地
理
学
に
お
け
る
立
場
、
彼
の
地
理
学
観
と
密
接
に
結

ぴ
つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
計
量
的
モ
デ
ル
を
も
、
経
済
学
的
分
析
方
法
と
と
も
に
、
借
り

も
の
と
断
じ
て
地
理
学
の
純
化
を
は
か
ろ
う
と
し
た
時
、
石
田
の

場
合
、
行
き
つ
く
先
は
「
場
所
の
持
っ
て
い
る
条
件
」
に
注
目
す

る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、

自
然
を
も
ふ
く
め
た
環
境
に
注
目
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ぱ
シ
ェ

ー
フ
ァ
ー
が
す
で
に
一
九
五
三
年
に
徹
底
的
に
批
判
し
た
「
例
外

　
（
砧
）

主
義
」
へ
の
純
化
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
、
社
会
科
学
に
お
け
る

普
遍
的
法
則
性
か
ら
、
地
理
学
も
出
発
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と

嬰
言
し
て
、
「
若
い
友
人
」
達
を
鼓
舞
し
て
い
た
石
田
が
、
一
九

六
五
年
以
降
、
地
理
学
に
固
有
の
対
象
は
な
い
こ
と
を
認
め
な
が

ら
1
あ
る
い
は
、
空
間
組
織
と
い
う
固
有
の
対
象
を
認
め
な
い

が
故
に
」
－
コ
ロ
ロ
ジ
ー
の
立
場
を
死
守
し
よ
う
と
し
た
。
計
量

の
論
理
の
網
の
目
に
か
か
ら
な
い
も
の
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
努
カ
が
、
反
動
か
ら
一
転
し
て
、
新
し
い
バ
ラ
ダ
イ
ム

に
対
す
る
異
常
性
の
提
示
に
な
る
こ
と
に
、
は
っ
き
り
と
気
が
つ

い
て
い
な
が
ら
、
病
魔
に
お
か
さ
れ
た
肉
体
の
衰
弱
と
、
真
に
在

野
的
か
つ
民
衆
的
地
理
思
想
の
伝
統
を
汲
み
あ
げ
る
の
に
は
、
地

理
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
枠
か
ら
出
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
学
説

史
研
究
に
お
け
る
彼
の
方
法
論
の
限
界
と
が
、
そ
の
具
体
化
を
妨

げ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
生
涯
を
通
じ
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
戦
闘
的
な
姿
勢
を
保
ち
続
け
た
地
理
学
者
は
、
か
つ
て
い
な
か

っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
あ
ら
わ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
3
0
）
　
こ
の
文
章
は
石
田
の
文
章
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
石
橋
五
郎
「
我
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国
地
理
学
界
の
回
顧
L
『
地
理
論
叢
』
　
第
八
輯
　
一
九
三
二
年
　
一

－
二
三
頁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
吉
田
敏
弘
の
検
討
に
よ
る

　
と
、
こ
こ
で
石
橘
が
自
然
地
理
と
か
政
治
地
理
と
か
述
ぺ
て
い
る
の

　
は
、
講
義
の
内
容
で
、
議
義
の
題
名
は
、
リ
ー
ス
の
も
の
も
坪
井
の

　
も
の
も
「
歴
史
地
理
」
で
．
あ
っ
た
。
（
吉
囲
敏
弘
「
史
学
地
理
学
講

　
塵
に
お
け
る
近
代
人
文
地
理
学
導
入
の
系
譜
」
京
都
大
学
文
単
部
地

　
理
学
教
室
繍
『
地
理
の
思
想
』
地
人
書
房
　
一
九
八
二
年
　
一
九
二

－
二
〇
五
員
）

（
3
1
）
　
中
川
浩
一
「
明
治
の
地
理
学
史
ー
二
〇
・
一
二
〇
年
代
を
中
心
に

　
し
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
第
二
七
巻
　
一
九
七
五
年
　
五
〇
一
－

　
五
一
五
頁
。

（
3
2
）
　
吉
田
敏
弘
　
前
掲
一
九
八
二
年
諭
文
。

（
3
3
）
　
中
川
浩
一
　
前
掲
一
九
七
五
年
論
文
。

（
3
4
）
　
数
千
人
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
文
部
省
中
等
教
員
検
定
試
験
の

　
受
駿
志
望
者
は
、
地
理
挙
関
係
の
出
版
に
と
っ
て
重
要
な
市
場
で
あ

　
っ
た
。
第
二
次
世
界
犬
戦
時
ま
で
、
大
部
な
著
書
を
多
数
出
版
し
た

　
の
は
、
文
検
地
理
試
験
委
貝
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
魑
に
つ
い

　
て
は
、
中
川
浩
一
の
学
会
報
告
が
あ
る
。
（
中
川
浩
一
「
地
理
学
の

　
興
隆
と
文
献
制
度
」
『
日
本
地
理
学
会
予
稿
築
』
1
2
　
一
九
七
七
年

　
度
春
季
挙
術
大
会
）

（
3
5
）
　
ω
o
麦
艮
ε
向
．
宍
；
向
曽
o
冥
－
o
毒
－
昂
昌
ヲ
0
8
o
筥
『
名
ξ
・
＞

　
旨
o
；
邑
〇
一
〇
阻
畠
一
向
曽
邑
墨
“
一
昌
－
』
ミ
ミ
ミ
｝
g
き
籟
』
竃
o
§
s
ぎ
ミ

　
具
」
§
ミ
ざ
§
9
o
雫
母
ざ
葛
一
く
〇
一
・
お
一
H
湯
ω
・
勺
p
s
α
－
N
お
・

　
（
野
間
三
郎
訳
「
地
理
学
に
お
け
る
例
外
主
義
」
　
野
間
三
郎
訳
編

　
『
空
間
の
理
論
、
地
理
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
古
今
書
院
　
一
九

　
七
六
年
　
一
四
－
四
九
頁
）

〔
後
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
五
七
年
度
文
部
省
科
挙
研
究
費
補
助
金
、
総
合

　
研
究
A
「
地
理
思
想
に
お
け
る
バ
ラ
ダ
イ
ム
の
移
行
過
程
の
構
造
」

　
（
課
題
番
号
　
五
七
三
八
○
〇
二
〇
　
研
究
代
表
者
　
竹
内
啓
一
）

　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
理
思
想
史
研
究

　
に
対
し
て
、
研
究
代
表
者
は
変
っ
て
も
通
算
六
年
間
も
科
学
研
究
費

　
補
助
金
が
認
め
ら
れ
、
全
国
の
各
大
学
を
お
お
う
三
〇
名
近
い
研
究

　
者
が
共
同
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
考
え

　
て
み
れ
ぱ
、
石
田
龍
次
郎
が
播
い
た
種
の
ひ
と
つ
が
育
っ
た
も
の
で

　
あ
る
と
言
え
よ
う
。
本
稿
の
骨
子
は
、
こ
の
研
究
グ
ル
ー
ブ
の
一
九

　
八
二
年
十
二
月
の
合
宿
研
究
会
に
お
い
て
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
報
告

　
を
骨
子
に
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
批
判
を
も
と
に
再
検
討
・

　
を
加
え
た
の
で
、
本
稿
の
構
成
等
は
、
当
目
の
報
告
と
か
な
り
異
な

　
っ
て
い
る
。
（
一
九
八
三
年
一
月
十
一
日
　
四
周
忌
の
日
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
挙
教
授
）
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